
令和３年度

さいたま市文化財保護審議会資料

―第１回―

日時 令和３年１１月２２日（月）１４時～

会場 ときわ会館３階第２会議室

さいたま市教育委員会



さいたま市文化財保護審議会次第

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 挨拶 

４ 会長・副会長選出 

５ 議事録について 

 前回議事録報告 

 今回議事録署名委員選出 

６ 議事 

 報告事項 

   第１号 令和３年度文化財保護及び保存事業の概要について 

第２号 さいたま市文化財保存活用地域計画の作成について 

 諮問事項 

   第 1 号  市指定文化財の名称・種別変更について 

     史跡 浦和宿石橋と供養仏〔第 24 号（浦）〕 

７ その他報告事項 

 地方登録制度について 

８ 閉会



令和3年4月1日現在

氏名 専門分野 肩　　　　　　書

1 老川　慶喜 歴史資料 立教大学名誉教授

2 大越　久子 絵画 埼玉県立近代美術館主任専門員兼学芸員

3 岡本　東三 考古・史跡 千葉大学名誉教授

4 小茂田　美保 天然記念物 目白大学講師

5 笹森　紀己子 考古・史跡 日本考古学会協会会員

6 重田　正夫 古文書・歴史資料元埼玉県立文書館副館長

7 清水　亮 歴史資料 埼玉大学准教授

8 内藤　勝雄 彫刻・工芸品 元埼玉県立民俗文化センター所長

9 成谷　俊明 天然記念物 元埼玉県立高校教諭

10 西山　多壽子 保存修復 東方学院講師

11 波多野　純 建造物 日本工業大学名誉教授

12 原　由美子 古文書 元埼玉県立文書館司書主幹

13 三田村　佳子 無形・民俗 日本民俗学会評議員

14 茂木　栄 無形・民俗 國學院大學教授

15 渡辺　洋子 建造物 芝浦工業大学名誉教授

任期　令和3年4月１日から令和5年3月31日まで

さいたま市文化財保護審議会委員名簿　
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令和3年11月15日現在

今年度異動 役職 氏名 備考

〇 千葉 裕

髙橋 淳子

鈴木 一純

主査（学） 杉本 智子

主査 吉成 知華

主任（学） 菊地 慶徳 文化庁→さいたま市文化財保護課

〇 主事 松浦 成美

澤柳 秀実

主査（学） 岡 卓真

主任（学） 永瀬 史人

主事（学） 山川 瞳

〇 主事（学） 奥山 智子

〇 主事（学） 有吉 亮

池ノ内 淳

〇 主査（学）

主任（土） 妹岡 正洋

〇 主事（学） 本澤 航
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さいたま市文化財保護審議会事務局名簿　
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（１） 報告事項 

第 1号 令和３年度文化財保護及び保存事業の概要について 

１ 文化財保護審議会 

会議 

第 1回「令和 3年度文化財名称・種別変更諮問」他  令和 3年 11 月開催 

第 2回「令和 3年度文化財名称・種別変更審議」他  令和 4年 1月予定 

２ 文化財の調査 

（１）指定候補調査 

（２）指定文化財の調査 

  ア 国指定文化財調査 

  イ 県指定文化財調査 

  ウ 市指定文化財調査 

（３）一般調査 

３ 文化財保存事業（補助金交付事業） 

（１）国指定 

（２）県指定 

  ア 有形文化財（典籍）「紙本墨書大般若波羅蜜多経」裏打ち修理 

  イ 史跡「大門宿本陣表門」茅葺屋根の棟の修理と差し茅 

（３）市指定 

ア 有形文化財（建造物）「永田家長屋門及び簓小塀」簓小塀修理 

イ 天然記念物「氷川参道の並木」保護事業 

ウ 史跡「かね山古墳」樹木剪定等事業 

４ 指定文化財の普及啓発 

（１）刊行物 

  ア 文化財時報「榧りぽーと」（第 81 号～第 84 号） 

  イ 文化財保護年報（令和 2年度） 

（２）普及事業 

ア 見沼通船堀閘門開閉実演 

 新型コロナウイルス感染症の影響により 11 月 27 日に現地見学会を開催 

  イ 鈴木家住宅附属建物の公開 通年（毎週土・日曜日） 
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  ウ サクラソウ Weeks2021 

    令和 3年 3月 30 日から 4月 19日実施 

    会場／田島ケ原サクラソウ自生地、桜区役所 

  エ サクラソウ Weeks2022 

    令和 4年 3月～4月実施予定 

    会場／田島ケ原サクラソウ自生地、桜区役所 

  オ 田島ケ原サクラソウ自生地 特別天然記念物国指定 70年記念パネル展（仮） 

    ・令和 4年 2月 8日～令和 4年 2月 27 日 

     会場／桜図書館 2階 展示スペース 

    ・令和 4年 3月 8日から令和 4年 4月 3日 

     会場／中央図書館 イベントルーム前廊下 

  カ 指定文化財特別公開 

    新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

  キ 文化財説明板への二次元コード貼付 

    大宮区、岩槻区、南区分実施予定 

  ク 市 Webサイトコンテンツによる発信 

    ・コンテンツ名 「めざせ！さいたま考古学マスター！」 

     アクセス数 11,191 件 

    ・コンテンツ名 「深堀り文化財」 

     アクセス数 15,508 件 

  ケ Twitter での情報発信 

    アカウント名 「SaitamaCityBunkazai」 

    運用開始 12 月下旬予定 

５ 市所有文化財の管理

（１）国指定特別天然記念物「田島ケ原サクラソウ自生地」 

  ア 開花期の監視・普及活動 

  イ 株数調査 

  ウ 外来植物等の除去 

  エ 草焼き 

  オ 自然科学分析（DNA 解析・土壌分析調査） 

  カ 樹木の剪定・伐採 

  キ 灌水実験 

（２）国指定史跡「見沼通船堀」 

  ア 通常管理 草刈・樹木剪定 

  イ 清掃業務、鈴木家住宅防災設備点検    

-4-



  ウ 鈴木家住宅附属建物公開に伴う管理、東縁休憩施設維持管理    

  エ 東縁復旧工事及び西縁再整備工事（国庫補助事業） 

（３）国指定史跡「真福寺貝塚」 

  ア 通常管理 草刈・樹木剪定 

  イ 指定地の地下水位データ計測            

  ウ 整備に向けた指定地の発掘調査（国庫補助事業）     

エ 指定地の拡大 

  オ 指定地の公有地化（国庫補助事業） 

（４）県指定史跡「馬場小室山遺跡」 

  ア 通常管理 草刈・樹木剪定 

（５）県選定重要遺跡「五味貝戸貝塚」 

  ア 通常管理 草刈  

（６）市指定史跡「側ヶ谷戸古墳群」 

  ア 通常管理 草刈・樹木剪定 

（７）市指定有形文化財「時の鐘」鐘楼用地 

  ア 通常管理 草刈・樹木剪定        

６ 埋蔵文化財の調査・保存 

（１）開発事業との調整 

（２）確認調査等の実施（国庫補助事業） 

（３）発掘届の受理・指示 

（４）市内遺跡発掘調査（国庫補助事業）の実施 

（５）出土品再整理・再収納（国庫補助事業）の実施 

（６）出土品の鑑査及び文化財認定 

（７）さいたま市遺跡調査会による発掘調査の指導 

７ 埋蔵文化財の普及啓発 

（１）土器の館の公開 

（２）最新出土品展（国庫補助事業） 

    令和 3年 9月 7日から令和 3年 11月 19 日 

会場／さいたま市立博物館、コクーンシティ 2、東浦和図書館 

（３）市内遺跡発掘調査成果発表会（国庫補助事業） 

    令和 3年 9月 11 日 

    会場／青少年宇宙科学館 青少年ホール 

（５）発掘調査報告書の刊行（国庫補助事業） 

  ア さいたま市内遺跡発掘調査報告書第 21集 
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（６）真福寺貝塚発掘調査現地説見学会 

    令和 3年 10 月 23 日（土） 

    会場／真福寺貝塚 

（７）真福寺貝塚体験発掘 

    実施予定 

    内容／事前学習、現地における発掘体験 

    対象／地元小学校の児童と保護者 

    会場／地元小学校、真福寺貝塚 

８ さいたま市文化財保存活用計画 

別紙、報告事項第 2号資料のとおり 
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（２）諮問事項 

第１号 指定文化財の名称・種別変更について 

下記の指定文化財の名称・種別変更について、貴審議会の御意見を求めます。 

史跡    浦和宿石橋と供養仏 

指定年月日：昭和 34 年 3月 31 日 

指 定 理 由：浦和の三橋の存在を立証するのみならず、当時の民間信仰の内容、浦和宿の

構造を示す貴重な資料。また、供養塔に道標を兼ねている例は、ほとんどなく、

極めて重要な価値を持つ。 

現 状：石橋は存在しない（指定当時には、すでに橋は存在せず）。 

石碑の銘文は「奉造立石橋并道普請供養佛」 

名称変更案：宝暦十二年銘石橋并道普請供養塔 

種別変更案：有形文化財（歴史資料） 

現状写真 銘文 
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中山道 

中山道 

与野道 

与野道 

▲ 『埼玉県浦和耕地整理組合事業完成記念帳』「原形図」より

▲ 『埼玉県浦和耕地整理組合事業完成記念帳』「確定図」より
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参考資料 

『埼玉県浦和耕地整理組合事業完成記念帳』掲載「原形図」（耕地整理施工前の現況図）・

「確定図」（施工後の竣工図）及び県立文書館所蔵「府県道浦和与野線道路台帳平面図」等

の情報を現行の地番修正図に重ねた 

旧制浦和高校配置に伴う迂回路

本来の「与野道」路線（推測）

旧来の道の屈曲部＝渡河

耕地整理前からの道（与野道・県道浦和与野線）

谷

史跡指定地（石塔所在地） 
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７　その他報告事項
（１）地方登録制度について

出典：令3･6･14文化庁―3文庁第577号別添1-15-


